
松浪健一郎　議員

小川唯一　議員

石井　徹　議員
日坂和久　議員

森　利夫　議員
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町政を問う!町政を問う!
一般質問　11議員が質問

大賀広史　議員 中山明美　議員

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開
催される定例会で、町政全般に対し質問をす
ることができます。これを「一般質問」とい
います。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。

１．町の災害時対策について
２．生活サポート
３．川越都市圏まちづくり協議会

１．北部地域活性化事業について
２．給食センターについて

１．水道事業について（９月定例会の関連）
２．ニュータウン内街路の管理について
３．デマンドタクシー利用者からの要望と対応について
４．美しい農村と魅力ある里山づくりについて

１．災害に備えて対策を
２． 「提案募集方式」の活用を
３．新生児聴覚スクリーニング検査を

１．太陽光発電施設について
２．香害について
３．学校給食について
４．自然と住民の思いを活かしたまちづくりについて

１．小、中学校の食育の取り組みについて
２．児童、生徒の長期欠席による学習支援について
３．亀井グラウンドの駐車場トイレについて

１．水道料金について
２．災害対策について
３．耳の聴こえについて

１．災害時の情報発信について
２．泉井集落センター建設計画の変更について
３．改めてふるさと納税への取り組みについて

１．子育て支援（児童虐待防止）
２．町の財政と主要事業（来年度予算と中期財政見

通し）
３．災害対策（台風19号）

１．災害対策
２． SDGs（持続可能な開発目標）の取り組みについて
３．薬用作物について
４．亀井小の学童施設

１．幼児教育、保育の無償化により、役割を終えた
感のある、鳩山幼稚園の今後について伺う

２．いつまで経っても変わらない、廃墟感漂う
ニュータウン内のJAXA住宅跡について伺う

災害情報の発信

災害対策

石
井

　徹 

議
員

大
賀

　広
史 

議
員

関
根

　清
隆 

議
員

災
害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い

て問
　
こ
の
度
の
台
風
19
号
で

は
、
防
災
行
政
無
線
で
情
報

は
行
き
届
い
た
か
。

答
　
全
世
帯
に
均
等
に
伝
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

問
　
全
世
帯
に
伝
え
る
た
め

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
防
災

ラ
ジ
オ
の
活
用
を
考
え
て
は
。

答
　
費
用
が
高
額
、
活
用
方

法
に
一
長
一
短
が
あ
り
、
導

入
は
む
ず
か
し
い
。

問
　
今
後
の
対
策
は
。

答
　
防
災
メ
ー
ル
の
周
知
を

徹
底
、
ま
た
、
災
害
が
想
定

さ
れ
る
エ
リ
ア
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
活
用
を
研
究

課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

泉
井
集
落
セ
ン
タ
ー
の
計
画

変
更
に
つ
い
て

問
　
建
設
工
事
が
進
ん
で
い

な
い
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
　
現
段
階
で
建
築
確
認
が

取
得
で
き
て
い
な
い
。

問
　
建
築
確
認
取
得
前
の
入

札
は
通
例
で
あ
る
の
か
。

答
　
通
例
で
は
な
い
が
、
地

元
と
の
約
束
を
守
る
為
、
仕

様
書
に
基
づ
き
入
札
を
実
施
。

問
　
一
番
重
視
し
た
計
画
の

遅
れ
に
地
元
へ
の
対
応
は
。

答
　
要
因
、
経
緯
を
説
明
し

お
詫
び
を
し
た
上
で
、
今
後

の
計
画
を
説
明
し
て
い
く
。

問
　
工
事
会
社
へ
の
対
応
は
。

答
　
改
め
て
協
議
を
し
て
対

応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
　
議
員
研
修
で
視
察
し
た

茨
城
県
境
町
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
で
、
驚
き
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に

町
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
町
長
は
じ
め
、
職
員
、

関
係
者
、
団
体
と
素
晴
ら
し

い
連
携
が
取
れ
て
お
り
、
見

習
う
点
は
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
職
員
を
派
遣
し
て
勉
強

さ
せ
て
み
て
は
。

答
　
職
員
に
よ
る
視
察
等
を

検
討
し
た
い
。

町
の
災
害
対
策

問
　
災
害
時
情
報
伝
達
、
問

合
せ
、
停
電
時
伝
達
手
段
は
。

答
　
災
害
時
対
応
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
全
戸
配
布
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
多
く
記
載
。

庁
舎
内
電
話
回
線
分
通
話
が

可
能
。
防
災
行
政
無
線
放
送

（
非
常
電
源
設
備
あ
り
）
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
車
両
、
消

防
車
両
な
ど
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

問
　
車
で
避
難
所
へ
行
っ
て

良
い
か
、
ま
た
持
ち
物
は
い

か
が
か
、
鳩
小
も
始
め
か
ら

避
難
所
に
し
て
ほ
し
い
。

答
　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
、
歩
け
る
方
は
徒
歩
で
避

難
所
ま
で
来
て
ほ
し
い
。
町

は
食
料
・
飲
料
水
・
毛
布
等

寝
具
を
準
備
。
一
時
的
な
避

難
に
必
要
な
物
資
の
み
と
な

る
。
鳩
小
の
避
難
所
は
、
総

合
的
に
判
断
し
、
開
設
す
る

か
否
か
判
断
す
る
。

問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

避
難
は
、
ま
た
町
内
会
の
役

割
は
。

答
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
に
努
め
て
い
る
が
、

対
象
者
の
十
分
な
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
現

在
、
町
で
準
備
中
の
自
主
防

災
活
動
に
つ
い
て
、
町
内
会

に
今
後
検
討
を
依
頼
す
る
。

そ
の
結
果
を
共
有
し
、
防
災

体
制
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
だ
け
で
対
応
が
で
き

な
い
時
や
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

に
よ
る
応
急
処
置
は
。

答
　
県
・
消
防
・
警
察
・
自

衛
隊
等
に
依
頼
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
は
高
所
作
業
な
の
で

専
門
業
者
に
依
頼
願
い
た
い
。

生
活
サ
ポ
ー
ト

問
　
『
は
と
ま
る
マ
ッ
プ
』

の
充
実
と
全
戸
配
布
を
提
案
。

答
　
更
新
対
応
が
不
定
期
で

主
に
高
齢
者
福
祉
情
報
。
し

か
も
56
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、そ
の

た
め
全
戸
配
布
し
て
い
な
い
。

川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
協

議
会

問
　
加
入
の
検
討
は
い
か
が

か
。

答
　
協
議
会
へ
の
打
診
を

行
っ
て
い
る
。
協
議
会
側
の

意
向
確
認
に
は
時
間
を
要
す

る
の
で
、
そ
れ
を
待
ち
た
い
。

児
童
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト

問
　
町
内
で
も
虐
待
が
増
加

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
案
件
が
あ
る
か
。

答
　
身
体
的
・
心
理
的
虐
待

共
に
幅
広
く
、
25
年
度
か
ら

は
毎
年
、
一
時
保
護
措
置
等

も
行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

問
　
回
覧
板
や
広
報
誌
等
で
、

情
報
提
供
等
の
呼
び
か
け
を
。

答
　
町
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
作

製
な
ど
、
検
討
し
て
み
る
。

町
の
財
政
（
予
算
と
事
業
）

問
　
毎
年
、
町
長
の
予
算
編

成
方
針
で
は
、
基
金
（
貯

金
）
依
存
か
ら
の
脱
却
な
ど

と
言
っ
て
い
る
が
、
現
実
を

見
る
と
起
債
（
借
金
）
依
存

か
ら
の
脱
却
と
す
べ
き
で
な

い
か
。

答
　
基
金
依
存
と
は
経
常
経

費
を
充
て
る
事
で
あ
り
、
起

債
依
存
は
建
設
事
業
費
を
充

て
る
事
。
ど
ち
ら
も
目
を

配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
整
備
予
定
の
泉
井
交
流

体
験
エ
リ
ア
に
、
学
童
保
育

所
を
新
設
す
る
予
定
だ
が
、

保
護
者
会
や
支
援
員
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
の
か
。

答
　
可
能
な
限
り
対
応
す
る
。

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
が

予
算
を
超
過
し
て
い
る
。
執

行
部
が
自
分
の
財
布
か
ら
お

金
を
出
す
感
覚
が
あ
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
借
金
を
重
ね
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
超
過
分
を

反
映
し
た
事
業
見
直
し
は
、

民
間
で
は
当
た
り
前
。
町
と

し
て
も
当
然
も
つ
べ
き
経
営

感
覚
だ
。
予
算
が
足
ら
ず
、

借
金
し
た
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
予
算
超
過
分
と
補
助
金

交
付
の
当
て
が
外
れ
て
起
債

し
た
総
額
は
、
現
時
点
（
５

年
間
）
で
約
13
億
円
。

災
害
対
策
（
台
風
19
号
）

問
　
重
郎
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
急
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

越
辺
川
の
今
川
橋
付
近
は
増

水
に
よ
り
、
堤
防
が
崩
れ
た
。

早
急
に
対
策
を
。

答
　
県
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

改
修
区
間
と
し
て
計
画
し
て

お
り
、
護
岸
工
事
の
予
定
だ
。

災害対策

情報伝達、高齢者の避難は

　　　自主防災とハザードマップの確認を

今後の緊急災害情報の伝達方法は

　　　　　地域コミュニテイの活用に取組む

避難所の出入りチェックは

　　　　　　　　　入口チェックのみだった

う
問
を
政
町

問
質
般
一

関根清隆　議員

小鷹房義　議員

野田小百合　議員

根岸富一郎　議員

町民にとても役立つ資料た
ち。必読です10月12日、越辺川の増水によって氾

濫寸前の今川橋付近

泉井集落センター工事予定地
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布
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
多
く
記
載
。

庁
舎
内
電
話
回
線
分
通
話
が

可
能
。
防
災
行
政
無
線
放
送

（
非
常
電
源
設
備
あ
り
）
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
車
両
、
消

防
車
両
な
ど
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

問
　
車
で
避
難
所
へ
行
っ
て

良
い
か
、
ま
た
持
ち
物
は
い

か
が
か
、
鳩
小
も
始
め
か
ら

避
難
所
に
し
て
ほ
し
い
。

答
　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
、
歩
け
る
方
は
徒
歩
で
避

難
所
ま
で
来
て
ほ
し
い
。
町

は
食
料
・
飲
料
水
・
毛
布
等

寝
具
を
準
備
。
一
時
的
な
避

難
に
必
要
な
物
資
の
み
と
な

る
。
鳩
小
の
避
難
所
は
、
総

合
的
に
判
断
し
、
開
設
す
る

か
否
か
判
断
す
る
。

問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

避
難
は
、
ま
た
町
内
会
の
役

割
は
。

答
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
に
努
め
て
い
る
が
、

対
象
者
の
十
分
な
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
現

在
、
町
で
準
備
中
の
自
主
防

災
活
動
に
つ
い
て
、
町
内
会

に
今
後
検
討
を
依
頼
す
る
。

そ
の
結
果
を
共
有
し
、
防
災

体
制
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
だ
け
で
対
応
が
で
き

な
い
時
や
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

に
よ
る
応
急
処
置
は
。

答
　
県
・
消
防
・
警
察
・
自

衛
隊
等
に
依
頼
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
は
高
所
作
業
な
の
で

専
門
業
者
に
依
頼
願
い
た
い
。

生
活
サ
ポ
ー
ト

問
　
『
は
と
ま
る
マ
ッ
プ
』

の
充
実
と
全
戸
配
布
を
提
案
。

答
　
更
新
対
応
が
不
定
期
で

主
に
高
齢
者
福
祉
情
報
。
し

か
も
56
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、そ
の

た
め
全
戸
配
布
し
て
い
な
い
。

川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
協

議
会

問
　
加
入
の
検
討
は
い
か
が

か
。

答
　
協
議
会
へ
の
打
診
を

行
っ
て
い
る
。
協
議
会
側
の

意
向
確
認
に
は
時
間
を
要
す

る
の
で
、
そ
れ
を
待
ち
た
い
。

児
童
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト

問
　
町
内
で
も
虐
待
が
増
加

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
案
件
が
あ
る
か
。

答
　
身
体
的
・
心
理
的
虐
待

共
に
幅
広
く
、
25
年
度
か
ら

は
毎
年
、
一
時
保
護
措
置
等

も
行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

問
　
回
覧
板
や
広
報
誌
等
で
、

情
報
提
供
等
の
呼
び
か
け
を
。

答
　
町
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
作

製
な
ど
、
検
討
し
て
み
る
。

町
の
財
政
（
予
算
と
事
業
）

問
　
毎
年
、
町
長
の
予
算
編

成
方
針
で
は
、
基
金
（
貯

金
）
依
存
か
ら
の
脱
却
な
ど

と
言
っ
て
い
る
が
、
現
実
を

見
る
と
起
債
（
借
金
）
依
存

か
ら
の
脱
却
と
す
べ
き
で
な

い
か
。

答
　
基
金
依
存
と
は
経
常
経

費
を
充
て
る
事
で
あ
り
、
起

債
依
存
は
建
設
事
業
費
を
充

て
る
事
。
ど
ち
ら
も
目
を

配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
整
備
予
定
の
泉
井
交
流

体
験
エ
リ
ア
に
、
学
童
保
育

所
を
新
設
す
る
予
定
だ
が
、

保
護
者
会
や
支
援
員
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
の
か
。

答
　
可
能
な
限
り
対
応
す
る
。

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
が

予
算
を
超
過
し
て
い
る
。
執

行
部
が
自
分
の
財
布
か
ら
お

金
を
出
す
感
覚
が
あ
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
借
金
を
重
ね
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
超
過
分
を

反
映
し
た
事
業
見
直
し
は
、

民
間
で
は
当
た
り
前
。
町
と

し
て
も
当
然
も
つ
べ
き
経
営

感
覚
だ
。
予
算
が
足
ら
ず
、

借
金
し
た
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
予
算
超
過
分
と
補
助
金

交
付
の
当
て
が
外
れ
て
起
債

し
た
総
額
は
、
現
時
点
（
５

年
間
）
で
約
13
億
円
。

災
害
対
策
（
台
風
19
号
）

問
　
重
郎
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
急
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

越
辺
川
の
今
川
橋
付
近
は
増

水
に
よ
り
、
堤
防
が
崩
れ
た
。

早
急
に
対
策
を
。

答
　
県
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

改
修
区
間
と
し
て
計
画
し
て

お
り
、
護
岸
工
事
の
予
定
だ
。

災害対策

情報伝達、高齢者の避難は

　　　自主防災とハザードマップの確認を

今後の緊急災害情報の伝達方法は

　　　　　地域コミュニテイの活用に取組む

避難所の出入りチェックは

　　　　　　　　　入口チェックのみだった

う
問
を
政
町

問
質
般
一

関根清隆　議員

小鷹房義　議員

野田小百合　議員

根岸富一郎　議員

町民にとても役立つ資料た
ち。必読です10月12日、越辺川の増水によって氾

濫寸前の今川橋付近

泉井集落センター工事予定地
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う
問
を
政
町

問
質
般
一

建築確認

魅力ある里山

森

　利
夫 

議
員

小
川

　唯
一  

議
員

松
浪
健
一
郎 

議
員

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

に
伴
う
、
施
設
建
設
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
泉
井
・
上
熊
井
集
落
セ

ン
タ
ー
の
工
事
請
負
契
約
は

９
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

が
、
建
設
に
必
要
な
各
種
申

請
が
お
く
れ
、
現
時
点
で
は

施
設
建
設
に
係
る
工
事
を
進

め
ら
れ
な
い
。

問
　
建
築
確
認
が
取
れ
て
い

な
い
と
い
う
事
実
だ
が
、
上

熊
井
集
落
セ
ン
タ
ー
の
、
農

地
転
用
と
開
発
許
可
は
い
つ

取
得
し
た
の
か
。

答
　
農
地
転
用
は
不
要
だ
が
、

開
発
許
可
と
適
合
証
明
は
現

在
申
請
中
で
、
許
可
取
得
後

に
建
築
確
認
の
申
請
を
す
る
。

問
　
工
事
請
負
契
約
の
議
決

前
に
、
建
築
確
認
等
が
未
取

得
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
議
員

に
知
ら
せ
な
か
っ
た
事
に
、

強
い
疑
念
と
違
和
感
が
募
る
。

詳
し
い
原
因
は
。

答
　
設
計
事
業
者
が
町
か
ら

の
指
示
事
項
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
い
た
か
ら
だ
。

問
　
原
因
が
、
設
計
事
業
者

の
責
任
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
業
者
を
指
名
停
止
処
分

に
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
予
算
措
置
等
の
関
係
で

町
が
発
注
し
て
い
る
が
、
事

実
上
の
発
注
者
は
泉
井
地
区

で
あ
る
。
設
計
事
務
所
に
対

す
る
措
置
は
、
泉
井
地
区
の

皆
様
の
意
向
を
優
先
す
る
。

問
　
７
月
の
臨
時
会
で
も
、

議
決
が
必
要
な
変
更
契
約
の

締
結
前
に
、
工
事
が
終
了
し

て
い
た
。
今
回
の
建
設
工
事

過
程
等
を
鑑
み
、
業
務
怠
慢

で
あ
る
。
ど
の
様
に
是
正
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

答
　
担
当
課
は
必
要
な
指
導

を
行
っ
て
き
た
。
設
計
事
業

者
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

る
。
今
後
は
担
当
課
が
、
事

業
担
当
者
・
上
司
・
役
員
も

含
め
て
、
文
書
に
よ
る
指
導

を
考
え
る
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
　
産
業
革
命
以
降
、
急
速

に
活
発
化
し
た
人
間
活
動
に

よ
り
、
経
済
、
社
会
の
基
盤

で
あ
る
地
球
の
持
続
可
能
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
事
に
端
を

発
し
て
い
る
。

　
２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標

で
貧
困
や
飢
餓
問
題
、
健
康

と
教
育
、
格
差
、
不
平
等
、

安
全
な
水
の
確
保
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
働
き
が
い
、
産
業
・

経
済
成
長
、人
・
国
の
不
平
等
、

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
、

作
る
責
任
、
気
候
変
動
、
海
、

陸
の
豊
か
さ
、
平
和
と
公
正
、

世
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
17
の
目
標
と
し
、

地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取

り
残
さ
な
い
と
誓
っ
て
い
る
。

問
　
認
知
度
が
低
い
と
思
う

が
。

答
　
日
本
で
の
認
知
度
は
相

当
低
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

掲
げ
ら
れ
た
目
標
は
素
晴
ら

し
い
が
、
具
体
的
に
何
を
す

れ
ば
良
い
か
イ
メ
ー
ジ
が
掴

み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

問
　
認
知
度
を
上
げ
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
。

答
　
具
体
的
な
指
標
が
あ
れ

ば
も
っ
と
普
及
す
る
と
考
え

る
。
自
分
の
事
と
し
て
考
え

る
ま
で
い
か
な
い
の
で
は
と

思
う
。

問
　
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
国
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
地

域
活
性
化
の
原
動
力
と
位
置

付
け
て
い
る
。
町
で
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
総
合
計
画
に
落
と
し
込

み
実
行
し
て
い
く
な
ら
町
の

新
た
な
発
見
、
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

答
　
第
６
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
そ
の
中
で
取

り
入
れ
る
方
法
を
検
討
し
た

い
。

問
　
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
よ
り
、
役
割
を
終
え

た
感
の
あ
る
鳩
山
幼
稚
園
の

今
後
に
つ
い
て
、
園
児
の
数

が
減
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
27
年
度
41
人
、
今
年
度

35
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

来
年
度
は
28
人
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　
運
営
上
、
園
児
の
数
の

分
岐
点
は
。

答
　
基
準
は
な
い
が
、
小
学

校
の
基
準
で
は
、
８
人
以
下

の
ク
ラ
ス
が
２
学
年
続
く
と

複
式
学
級
に
な
る
。
幼
稚
園

も
、
８
人
が
分
岐
点
に
な
る

が
、
他
市
町
で
は
、
５
人
で

運
営
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

５
人
を
切
る
よ
う
な
こ
と
に

な
れ
ば
、
園
運
営
上
や
、
集

団
生
活
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
。

問
　
廃
園
に
す
る
こ
と
で
、

町
の
財
政
負
担
が
減
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
年
間
１
４
０
０
万
円
程

度
負
担
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
例
え
ば
、
10
人
で
幼
稚

園
を
運
営
す
る
と
、
年
間
約

２
９
０
０
万
円
か
か
る
予
算

は
見
合
わ
な
い
と
思
う
が
。

答
　
人
数
が
減
れ
ば
１
人
あ

た
り
の
単
価
は
高
く
な
る
。

予
算
的
に
そ
れ
だ
け
支
出
す

る
の
が
、
い
い
か
、
悪
い
か

は
そ
の
時
点
で
検
討
す
る
。

問
　
民
間
に
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
預
か
り

保
育
時
間
の
延
長
等
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
運
営
が
可
能
な
こ
と
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
町
内
に
幼

児
期
の
教
育
施
設
が
無
く
な

る
こ
と
、
町
内
で
の
保
護
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
無
く
な

る
こ
と
。

問
　
２
年
保
育
で
は
な
く
、

３
年
保
育
も
視
野
に
入
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
　
今
後
進
め
た
い
。

魅
力
あ
る
里
山

問
　
東
京
圏
に
あ
り
な
が
ら
、

里
山
の
自
然
が
残
っ
て
い
る

事
は
町
の
強
み
だ
が
、
財
政

難
の
折
、
整
備
に
着
手
で
き

ず
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
現

実
だ
。
町
の
強
み
を
活
か
し
、

町
民
が
誇
り
を
持
て
る
里
山

環
境
づ
く
り
が
必
須
だ
。
そ

の
思
い
か
ら
民
間
企
業
が
奮

起
し
、
町
田
山
付
近
の
整
備

を
始
め
た
。
こ
の
事
を
町
は

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
里
山
景
観
の
再
生
等
が

進
め
ら
れ
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

あ
り
が
た
い
取
り
組
み
だ
。

問
　
散
策
路
予
定
地
に
町
道

が
入
っ
て
い
る
。
傾
斜
地
で

歩
き
づ
ら
い
が
、
階
段
状
に

整
備
で
き
な
い
か
。

答
　
里
山
整
備
進
展
過
程
で

個
別
具
体
的
に
協
議
し
た
い
。

問
　
町
田
山
法
面
が
町
有
地

だ
。
土
砂
流
出
抑
制
策
は
。

答
　
散
策
路
整
備
同
様
に
進

展
過
程
で
個
別
具
体
的
に
協

議
し
た
い
。

問
　
町
田
山
整
備
に
よ
り
、

お
し
ゃ
も
じ
山
〜
町
田
山
〜

菱
沼
〜
農
村
公
園
の
「
あ
る

く
ロ
ー
ド
」
が
設
定
で
き
る
。

最
適
コ
ー
ス
と
思
う
が
。

答
　
全
町
公
園
化
構
想
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
提
案
を
受
け
取
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
街
路

問
　
西
友
か
ら
鳩
小
入
口
ま

で
の
歩
道
凹
凸
解
消
は
。

答
　
と
ち
の
き
通
り
歩
道
整

備
完
了
後
、
財
源
確
保
す
る
。

問
　
か
え
で
通
り
街
路
樹
の

害
虫
（
毛
虫
）
対
策
は
。

答
　
薬
剤
散
布
は
賛
否
が
あ

る
。
巣
網
の
段
階
で
切
枝
し
、

処
理
す
る
。

水
道
事
業

問
　
鳩
山
・
毛
呂
山
・
越
生

３
町
で
広
域
化
の
協
議
は
。

答
　
情
報
交
換
会
で
広
域
化

の
話
は
出
て
い
る
。

問
　
前
定
例
会
で
水
道
料
金

は
15
％
ア
ッ
プ
が
必
要
と

伺
っ
た
。経
営
は
持
続
可
能
か
。

答
　
実
際
に
は
20
％
ア
ッ
プ

が
必
要
。

う
問
を
政
町

　
　

問
質
般
一

SDGs

幼児教育

SDGsで町の魅力アップを

　　　　　総合計画に落とし込むことを検討

園児の数の分岐点は

　　　　　　　　　　　　　８人

集落センター建設に伴う建築確認は

　　　　　現在も建築確認等が取れていない

町田山（赤沼）整備に町の支援が必要

　　　　　個別具体的な支援の関与を考える

里山整備が進む町田山付近。町は静
観のみか
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う
問
を
政
町

問
質
般
一

建築確認

魅力ある里山

森

　利
夫 

議
員

小
川

　唯
一  

議
員

松
浪
健
一
郎 

議
員

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

に
伴
う
、
施
設
建
設
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
泉
井
・
上
熊
井
集
落
セ

ン
タ
ー
の
工
事
請
負
契
約
は

９
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

が
、
建
設
に
必
要
な
各
種
申

請
が
お
く
れ
、
現
時
点
で
は

施
設
建
設
に
係
る
工
事
を
進

め
ら
れ
な
い
。

問
　
建
築
確
認
が
取
れ
て
い

な
い
と
い
う
事
実
だ
が
、
上

熊
井
集
落
セ
ン
タ
ー
の
、
農

地
転
用
と
開
発
許
可
は
い
つ

取
得
し
た
の
か
。

答
　
農
地
転
用
は
不
要
だ
が
、

開
発
許
可
と
適
合
証
明
は
現

在
申
請
中
で
、
許
可
取
得
後

に
建
築
確
認
の
申
請
を
す
る
。

問
　
工
事
請
負
契
約
の
議
決

前
に
、
建
築
確
認
等
が
未
取

得
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
議
員

に
知
ら
せ
な
か
っ
た
事
に
、

強
い
疑
念
と
違
和
感
が
募
る
。

詳
し
い
原
因
は
。

答
　
設
計
事
業
者
が
町
か
ら

の
指
示
事
項
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
い
た
か
ら
だ
。

問
　
原
因
が
、
設
計
事
業
者

の
責
任
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
業
者
を
指
名
停
止
処
分

に
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
予
算
措
置
等
の
関
係
で

町
が
発
注
し
て
い
る
が
、
事

実
上
の
発
注
者
は
泉
井
地
区

で
あ
る
。
設
計
事
務
所
に
対

す
る
措
置
は
、
泉
井
地
区
の

皆
様
の
意
向
を
優
先
す
る
。

問
　
７
月
の
臨
時
会
で
も
、

議
決
が
必
要
な
変
更
契
約
の

締
結
前
に
、
工
事
が
終
了
し

て
い
た
。
今
回
の
建
設
工
事

過
程
等
を
鑑
み
、
業
務
怠
慢

で
あ
る
。
ど
の
様
に
是
正
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

答
　
担
当
課
は
必
要
な
指
導

を
行
っ
て
き
た
。
設
計
事
業

者
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

る
。
今
後
は
担
当
課
が
、
事

業
担
当
者
・
上
司
・
役
員
も

含
め
て
、
文
書
に
よ
る
指
導

を
考
え
る
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
　
産
業
革
命
以
降
、
急
速

に
活
発
化
し
た
人
間
活
動
に

よ
り
、
経
済
、
社
会
の
基
盤

で
あ
る
地
球
の
持
続
可
能
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
事
に
端
を

発
し
て
い
る
。

　
２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標

で
貧
困
や
飢
餓
問
題
、
健
康

と
教
育
、
格
差
、
不
平
等
、

安
全
な
水
の
確
保
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
働
き
が
い
、
産
業
・

経
済
成
長
、人
・
国
の
不
平
等
、

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
、

作
る
責
任
、
気
候
変
動
、
海
、

陸
の
豊
か
さ
、
平
和
と
公
正
、

世
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
17
の
目
標
と
し
、

地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取

り
残
さ
な
い
と
誓
っ
て
い
る
。

問
　
認
知
度
が
低
い
と
思
う

が
。

答
　
日
本
で
の
認
知
度
は
相

当
低
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

掲
げ
ら
れ
た
目
標
は
素
晴
ら

し
い
が
、
具
体
的
に
何
を
す

れ
ば
良
い
か
イ
メ
ー
ジ
が
掴

み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

問
　
認
知
度
を
上
げ
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
。

答
　
具
体
的
な
指
標
が
あ
れ

ば
も
っ
と
普
及
す
る
と
考
え

る
。
自
分
の
事
と
し
て
考
え

る
ま
で
い
か
な
い
の
で
は
と

思
う
。

問
　
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
国
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
地

域
活
性
化
の
原
動
力
と
位
置

付
け
て
い
る
。
町
で
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
総
合
計
画
に
落
と
し
込

み
実
行
し
て
い
く
な
ら
町
の

新
た
な
発
見
、
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

答
　
第
６
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
そ
の
中
で
取

り
入
れ
る
方
法
を
検
討
し
た

い
。

問
　
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
よ
り
、
役
割
を
終
え

た
感
の
あ
る
鳩
山
幼
稚
園
の

今
後
に
つ
い
て
、
園
児
の
数

が
減
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
27
年
度
41
人
、
今
年
度

35
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

来
年
度
は
28
人
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　
運
営
上
、
園
児
の
数
の

分
岐
点
は
。

答
　
基
準
は
な
い
が
、
小
学

校
の
基
準
で
は
、
８
人
以
下

の
ク
ラ
ス
が
２
学
年
続
く
と

複
式
学
級
に
な
る
。
幼
稚
園

も
、
８
人
が
分
岐
点
に
な
る

が
、
他
市
町
で
は
、
５
人
で

運
営
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

５
人
を
切
る
よ
う
な
こ
と
に

な
れ
ば
、
園
運
営
上
や
、
集

団
生
活
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
。

問
　
廃
園
に
す
る
こ
と
で
、

町
の
財
政
負
担
が
減
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
年
間
１
４
０
０
万
円
程

度
負
担
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
例
え
ば
、
10
人
で
幼
稚

園
を
運
営
す
る
と
、
年
間
約

２
９
０
０
万
円
か
か
る
予
算

は
見
合
わ
な
い
と
思
う
が
。

答
　
人
数
が
減
れ
ば
１
人
あ

た
り
の
単
価
は
高
く
な
る
。

予
算
的
に
そ
れ
だ
け
支
出
す

る
の
が
、
い
い
か
、
悪
い
か

は
そ
の
時
点
で
検
討
す
る
。

問
　
民
間
に
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
預
か
り

保
育
時
間
の
延
長
等
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
運
営
が
可
能
な
こ
と
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
町
内
に
幼

児
期
の
教
育
施
設
が
無
く
な

る
こ
と
、
町
内
で
の
保
護
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
無
く
な

る
こ
と
。

問
　
２
年
保
育
で
は
な
く
、

３
年
保
育
も
視
野
に
入
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
　
今
後
進
め
た
い
。

魅
力
あ
る
里
山

問
　
東
京
圏
に
あ
り
な
が
ら
、

里
山
の
自
然
が
残
っ
て
い
る

事
は
町
の
強
み
だ
が
、
財
政

難
の
折
、
整
備
に
着
手
で
き

ず
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
現

実
だ
。
町
の
強
み
を
活
か
し
、

町
民
が
誇
り
を
持
て
る
里
山

環
境
づ
く
り
が
必
須
だ
。
そ

の
思
い
か
ら
民
間
企
業
が
奮

起
し
、
町
田
山
付
近
の
整
備

を
始
め
た
。
こ
の
事
を
町
は

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
里
山
景
観
の
再
生
等
が

進
め
ら
れ
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

あ
り
が
た
い
取
り
組
み
だ
。

問
　
散
策
路
予
定
地
に
町
道

が
入
っ
て
い
る
。
傾
斜
地
で

歩
き
づ
ら
い
が
、
階
段
状
に

整
備
で
き
な
い
か
。

答
　
里
山
整
備
進
展
過
程
で

個
別
具
体
的
に
協
議
し
た
い
。

問
　
町
田
山
法
面
が
町
有
地

だ
。
土
砂
流
出
抑
制
策
は
。

答
　
散
策
路
整
備
同
様
に
進

展
過
程
で
個
別
具
体
的
に
協

議
し
た
い
。

問
　
町
田
山
整
備
に
よ
り
、

お
し
ゃ
も
じ
山
〜
町
田
山
〜

菱
沼
〜
農
村
公
園
の
「
あ
る

く
ロ
ー
ド
」
が
設
定
で
き
る
。

最
適
コ
ー
ス
と
思
う
が
。

答
　
全
町
公
園
化
構
想
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
提
案
を
受
け
取
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
街
路

問
　
西
友
か
ら
鳩
小
入
口
ま

で
の
歩
道
凹
凸
解
消
は
。

答
　
と
ち
の
き
通
り
歩
道
整

備
完
了
後
、
財
源
確
保
す
る
。

問
　
か
え
で
通
り
街
路
樹
の

害
虫
（
毛
虫
）
対
策
は
。

答
　
薬
剤
散
布
は
賛
否
が
あ

る
。
巣
網
の
段
階
で
切
枝
し
、

処
理
す
る
。

水
道
事
業

問
　
鳩
山
・
毛
呂
山
・
越
生

３
町
で
広
域
化
の
協
議
は
。

答
　
情
報
交
換
会
で
広
域
化

の
話
は
出
て
い
る
。

問
　
前
定
例
会
で
水
道
料
金

は
15
％
ア
ッ
プ
が
必
要
と

伺
っ
た
。経
営
は
持
続
可
能
か
。

答
　
実
際
に
は
20
％
ア
ッ
プ

が
必
要
。

う
問
を
政
町

　
　

問
質
般
一

SDGs
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う
問
を
政
町

問
質
般
一

食育教育

難聴問題
根
岸
富
一
郎 

議
員

中
山

　明
美 

議
員

野
田
小
百
合 

議
員

小
中
学
校
の
食
育
授
業

問
　
食
育
に
関
し
て
授
業
の

進
め
方
は
。

答
　
栄
養
教
諭
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
。
地
場

産
品
を
多
く
活
用
し
て
、
肥

満
・
偏
食
・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
を
持
っ
て
い
る
児
童
生

徒
に
対
す
る
個
別
指
導
も

行
っ
て
い
る
。
事
業
日
程
に

よ
っ
て
は
、
栄
養
教
諭
と
児

童
と
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
直

接
的
に
子
ど
も
達
の
給
食
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
長
期
欠
席
に
よ

る
学
習
支
援

問
　
町
で
の
学
習
支
援
の
取

り
組
み
を
う
か
が
う
。

答
　
長
期
欠
席
は
以
下
の
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。
不
登
校

に
よ
る
も
の
、
病
気
に
よ
る

も
の
、
経
済
的
理
由
等
に
よ

る
も
の
。
人
数
が
一
番
多
い

不
登
校
に
よ
る
長
期
欠
席
の

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
、
担
任
を
中
心
に
、

家
庭
訪
問
を
行
い
、
授
業
で

使
っ
た
プ
リ
ン
ト
や
、
テ
ス

ト
範
囲
表
を
渡
す
な
ど
し
て

い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

高
校
進
学
に
向
け
て
の
進
路

指
導
を
、
不
登
校
生
徒
で

あ
っ
て
も
行
っ
て
い
る
。

亀
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
ト

イ
レ

問
　
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト

イ
レ
に
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
の
汲
み
取
り
和
式

ト
イ
レ
か
ら
、
洋
式
ト
イ
レ

に
改
修
す
れ
ば
、
身
体
の
不

自
由
な
方
や
高
齢
者
の
方
は

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、

駐
車
場
の
和
式
ト
イ
レ
は
道

路
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
大
変
危
険
な
た
め
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
の
ト
イ
レ
を
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
駐

車
場
の
ト
イ
レ
は
撤
去
も
考

え
て
い
る
。

問
　
要
介
護
者
の
避
難
誘
導

の
状
況
は
。

答
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

相
談
等
に
対
す
る
個
別
対
応

や
、
町
内
の
福
祉
施
設
に
対

す
る
対
応
。
全
て
の
要
介
護

者
に
対
す
る
避
難
誘
導
と
は

な
ら
な
い
が
、
可
能
な
限
り
、

支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問
　
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
の
水
害
リ
ス
ク
を
知
り
、

ま
た
、
水
害
か
ら
自
分
の
身

を
守
る
た
め
の
行
動
を
想
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
害
時

の
備
え
と
早
め
の
避
難
行
動

に
つ
な
が
る
。「
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」（
自
分
自
身
の

防
災
行
動
計
画
）
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
同
じ
地
区
内
で
も
、
状

況
は
異
な
る
。
単
身
世
帯
、

高
齢
者
が
い
る
世
帯
、
乳
幼

児
が
い
る
世
帯
等
様
々
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
住
民
一
人

一
人
が
み
ず
か
ら
考
え
、
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

作
成
す
る
こ
と
で
、
各
家
庭

内
で
の
防
災
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
作
成

し
た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
想
定
を
す
る
上
で
重
要
な

資
料
と
も
な
り
得
る
。
防
災

啓
発
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

問
　
避
難
所
運
営
で
課
題
が

あ
っ
た
か
。

答
　
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

は
、
全
国
的
に
も
懸
案
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
人
が
避
難
す
る
場

所
と
別
室
で
ペ
ッ
ト
を
避
難

さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
。

　
今
後
は
、
開
設
す
る
避
難

所
ご
と
に
ペ
ッ
ト
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
上
で
臨

み
た
い
。

問
　
今
年
度
中
の
太
陽
光
発

電
施
設
の
相
談
件
数
、
申
請

件
数
、
説
明
会
開
催
状
況
は
。

答
　
相
談
件
数
53
件
、
事
前

相
談
届
出
書
12
件
、
事
業
者

説
明
会
は
８
件
実
施
。

問
　
相
当
数
の
「
未
稼
働
の

み
な
し
認
定
案
件
」
の
相
談

や
手
続
き
が
想
定
さ
れ
る
が
、

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
要
綱
に
基
づ
き
、
各
種

手
続
き
や
関
係
条
例
の
適
用

等
を
指
導
す
る
。
み
な
し
認

定
箇
所
は
１
１
４
件
。

香
害
に
つ
い
て

問
　
洗
剤
・
柔
軟
剤
、
芳
香

剤
な
ど
香
り
づ
け
さ
れ
た
商

品
は
、
化
学
物
質
が
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
化
学
物

質
過
敏
症
を
発
症
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。
香
害
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
香
り
に
よ
っ
て
、
辛
い

思
い
を
す
る
人
が
い
る
こ
と

を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
す

る
事
が
重
要
。

問
　
周
知
が
必
要
で
は
。

答
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
は
と
や
ま
に

も
掲
載
し
、
周
知
に
努
め
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
給
食
費
無
料
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
鳩
山
町
の
児
童
・
生
徒

は
平
成
30
年
度
７
８
９
人
、

給
食
費
は
３
７
０
０
万
円
。

国
県
補
助
は
な
く
、
町
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
国
産
小
麦
粉
・
米
粉
を

使
っ
た
パ
ン
の
利
用
を
す
す

め
、
米
飯
を
増
や
さ
な
い
か
。

答
　
１
週
間
の
主
食
は
米
３

回
、
パ
ン
・
麺
が
各
１
回
。

学
校
給
食
会
の
パ
ン
工
場
で

は
、
輸
入
小
麦
粉
７
割
、
埼

玉
県
産
小
麦
粉
３
割
の
ブ
レ

ン
ド
小
麦
粉
を
使
用
。
学
校

給
食
会
で
は
今
後
、
国
産
小

麦
粉
の
使
用
比
率
を
上
げ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

問
　
水
道
使
用
料
金
は
、

使
っ
た
だ
け
支
払
う
こ
と
が

公
平
で
は
な
い
か
。

答
　
水
道
審
議
会
で
審
議
す

る
。

問
　
高
齢
者
世
帯
や
子
ど
も

の
人
数
で
、
料
金
を
加
減
す

る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
　
そ
れ
ら
も
審
議
す
る
。

問
　
台
風
時
、
町
長
が
区
長

の
家
に
行
き
、
避
難
を
呼
び

か
け
た
こ
と
は
、
地
域
自
治

権
の
侵
害
で
は
な
い
か
。

答
　
災
害
対
策
法
に
「
立
ち

退
き
や
避
難
勧
告
が
で
き

る
」
と
あ
り
、
適
法
だ
。

問
　
水
田
の
保
水
力
を
高
め

る
必
要
は
な
い
か
。

答
　
基
盤
整
備
し
た
水
田
な

ど
、
保
水
力
が
発
揮
で
き
る

よ
う
地
元
の
農
家
な
ど
へ
要

請
し
た
い
。

問
　
上
熊
井
か
ら
高
野
倉
に

か
け
て
、
土
砂
崩
れ
し
や
す

い
地
質
だ
。
町
道
改
良
で
費

用
が
増
大
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
地
元
の
意
見
を
聞
く
機

会
を
設
け
る
。

問
　
越
辺
川
の
増
水
に
よ
っ

て
今
宿
側
が
エ
グ
リ
と
ら
れ

た
が
、
改
良
が
急
が
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
現
状
を
県
に
報
告
・
協

力
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

用
地
交
渉
に
着
手
の
予
定
だ
。

問
　
難
聴
は
、
社
会
性
を
な

く
し
認
知
症
へ
つ
な
が
る
の

で
、
第
一
原
因
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
重
要
な
課
題
と
し
た
い
。

問
　
難
聴
の
人
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
障
が
い
者
は
30
人
だ
が
、

そ
の
ほ
か
レ
ベ
ル
ご
と
に
人

数
を
把
握
し
て
い
な
い
。
今

年
度
か
ら
把
握
し
た
い
。

問
　
早
期
に
認
定
補
聴
器
技

能
者
の
派
遣
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
今
後
、
検
討
し
た
い
。

う
問
を
政
町

　
　

問
質
般
一

災害対策

太陽光発電施設

「マイタイムライン」が必要では

　　　　　　　一人一人作成することが重要

相談や手続きが増えるのでは

　　　　　　　　　　要綱に基づき指導する

給食には鳩山産米を使用か

　　　　　学校給食はすべて町内産米を使用

一人ひとりを把握できないのか

　　　　レベル把握のため測定器を整備した

社
会
性
が
大
事

台
風
19
号
時
の
越
辺
川

今
川
橋
付
近

亀
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

和
式
ト
イ
レ

伐
採
工
事
が
終
わ
っ
た
石
坂
地
内

の
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
場
所
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う
問
を
政
町

問
質
般
一

食育教育

難聴問題
根
岸
富
一
郎 
議
員

中
山

　明
美 

議
員

野
田
小
百
合 

議
員

小
中
学
校
の
食
育
授
業

問
　
食
育
に
関
し
て
授
業
の

進
め
方
は
。

答
　
栄
養
教
諭
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
。
地
場

産
品
を
多
く
活
用
し
て
、
肥

満
・
偏
食
・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
を
持
っ
て
い
る
児
童
生

徒
に
対
す
る
個
別
指
導
も

行
っ
て
い
る
。
事
業
日
程
に

よ
っ
て
は
、
栄
養
教
諭
と
児

童
と
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
直

接
的
に
子
ど
も
達
の
給
食
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
長
期
欠
席
に
よ

る
学
習
支
援

問
　
町
で
の
学
習
支
援
の
取

り
組
み
を
う
か
が
う
。

答
　
長
期
欠
席
は
以
下
の
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。
不
登
校

に
よ
る
も
の
、
病
気
に
よ
る

も
の
、
経
済
的
理
由
等
に
よ

る
も
の
。
人
数
が
一
番
多
い

不
登
校
に
よ
る
長
期
欠
席
の

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
、
担
任
を
中
心
に
、

家
庭
訪
問
を
行
い
、
授
業
で

使
っ
た
プ
リ
ン
ト
や
、
テ
ス

ト
範
囲
表
を
渡
す
な
ど
し
て

い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

高
校
進
学
に
向
け
て
の
進
路

指
導
を
、
不
登
校
生
徒
で

あ
っ
て
も
行
っ
て
い
る
。

亀
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
ト

イ
レ

問
　
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト

イ
レ
に
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
の
汲
み
取
り
和
式

ト
イ
レ
か
ら
、
洋
式
ト
イ
レ

に
改
修
す
れ
ば
、
身
体
の
不

自
由
な
方
や
高
齢
者
の
方
は

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、

駐
車
場
の
和
式
ト
イ
レ
は
道

路
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
大
変
危
険
な
た
め
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
の
ト
イ
レ
を
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
駐

車
場
の
ト
イ
レ
は
撤
去
も
考

え
て
い
る
。

問
　
要
介
護
者
の
避
難
誘
導

の
状
況
は
。

答
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

相
談
等
に
対
す
る
個
別
対
応

や
、
町
内
の
福
祉
施
設
に
対

す
る
対
応
。
全
て
の
要
介
護

者
に
対
す
る
避
難
誘
導
と
は

な
ら
な
い
が
、
可
能
な
限
り
、

支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問
　
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
の
水
害
リ
ス
ク
を
知
り
、

ま
た
、
水
害
か
ら
自
分
の
身

を
守
る
た
め
の
行
動
を
想
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
害
時

の
備
え
と
早
め
の
避
難
行
動

に
つ
な
が
る
。「
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」（
自
分
自
身
の

防
災
行
動
計
画
）
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
同
じ
地
区
内
で
も
、
状

況
は
異
な
る
。
単
身
世
帯
、

高
齢
者
が
い
る
世
帯
、
乳
幼

児
が
い
る
世
帯
等
様
々
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
住
民
一
人

一
人
が
み
ず
か
ら
考
え
、
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

作
成
す
る
こ
と
で
、
各
家
庭

内
で
の
防
災
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
作
成

し
た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
想
定
を
す
る
上
で
重
要
な

資
料
と
も
な
り
得
る
。
防
災

啓
発
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

問
　
避
難
所
運
営
で
課
題
が

あ
っ
た
か
。

答
　
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

は
、
全
国
的
に
も
懸
案
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
人
が
避
難
す
る
場

所
と
別
室
で
ペ
ッ
ト
を
避
難

さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
。

　
今
後
は
、
開
設
す
る
避
難

所
ご
と
に
ペ
ッ
ト
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
上
で
臨

み
た
い
。

問
　
今
年
度
中
の
太
陽
光
発

電
施
設
の
相
談
件
数
、
申
請

件
数
、
説
明
会
開
催
状
況
は
。

答
　
相
談
件
数
53
件
、
事
前

相
談
届
出
書
12
件
、
事
業
者

説
明
会
は
８
件
実
施
。

問
　
相
当
数
の
「
未
稼
働
の

み
な
し
認
定
案
件
」
の
相
談

や
手
続
き
が
想
定
さ
れ
る
が
、

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
要
綱
に
基
づ
き
、
各
種

手
続
き
や
関
係
条
例
の
適
用

等
を
指
導
す
る
。
み
な
し
認

定
箇
所
は
１
１
４
件
。

香
害
に
つ
い
て

問
　
洗
剤
・
柔
軟
剤
、
芳
香

剤
な
ど
香
り
づ
け
さ
れ
た
商

品
は
、
化
学
物
質
が
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
化
学
物

質
過
敏
症
を
発
症
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。
香
害
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
香
り
に
よ
っ
て
、
辛
い

思
い
を
す
る
人
が
い
る
こ
と

を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
す

る
事
が
重
要
。

問
　
周
知
が
必
要
で
は
。

答
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
は
と
や
ま
に

も
掲
載
し
、
周
知
に
努
め
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
給
食
費
無
料
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
鳩
山
町
の
児
童
・
生
徒

は
平
成
30
年
度
７
８
９
人
、

給
食
費
は
３
７
０
０
万
円
。

国
県
補
助
は
な
く
、
町
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
国
産
小
麦
粉
・
米
粉
を

使
っ
た
パ
ン
の
利
用
を
す
す

め
、
米
飯
を
増
や
さ
な
い
か
。

答
　
１
週
間
の
主
食
は
米
３

回
、
パ
ン
・
麺
が
各
１
回
。

学
校
給
食
会
の
パ
ン
工
場
で

は
、
輸
入
小
麦
粉
７
割
、
埼

玉
県
産
小
麦
粉
３
割
の
ブ
レ

ン
ド
小
麦
粉
を
使
用
。
学
校

給
食
会
で
は
今
後
、
国
産
小

麦
粉
の
使
用
比
率
を
上
げ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

問
　
水
道
使
用
料
金
は
、

使
っ
た
だ
け
支
払
う
こ
と
が

公
平
で
は
な
い
か
。

答
　
水
道
審
議
会
で
審
議
す

る
。

問
　
高
齢
者
世
帯
や
子
ど
も

の
人
数
で
、
料
金
を
加
減
す

る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
　
そ
れ
ら
も
審
議
す
る
。

問
　
台
風
時
、
町
長
が
区
長

の
家
に
行
き
、
避
難
を
呼
び

か
け
た
こ
と
は
、
地
域
自
治

権
の
侵
害
で
は
な
い
か
。

答
　
災
害
対
策
法
に
「
立
ち

退
き
や
避
難
勧
告
が
で
き

る
」
と
あ
り
、
適
法
だ
。

問
　
水
田
の
保
水
力
を
高
め

る
必
要
は
な
い
か
。

答
　
基
盤
整
備
し
た
水
田
な

ど
、
保
水
力
が
発
揮
で
き
る

よ
う
地
元
の
農
家
な
ど
へ
要

請
し
た
い
。

問
　
上
熊
井
か
ら
高
野
倉
に

か
け
て
、
土
砂
崩
れ
し
や
す

い
地
質
だ
。
町
道
改
良
で
費

用
が
増
大
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
地
元
の
意
見
を
聞
く
機

会
を
設
け
る
。

問
　
越
辺
川
の
増
水
に
よ
っ

て
今
宿
側
が
エ
グ
リ
と
ら
れ

た
が
、
改
良
が
急
が
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
現
状
を
県
に
報
告
・
協

力
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

用
地
交
渉
に
着
手
の
予
定
だ
。

問
　
難
聴
は
、
社
会
性
を
な

く
し
認
知
症
へ
つ
な
が
る
の

で
、
第
一
原
因
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
重
要
な
課
題
と
し
た
い
。

問
　
難
聴
の
人
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
障
が
い
者
は
30
人
だ
が
、

そ
の
ほ
か
レ
ベ
ル
ご
と
に
人

数
を
把
握
し
て
い
な
い
。
今

年
度
か
ら
把
握
し
た
い
。

問
　
早
期
に
認
定
補
聴
器
技

能
者
の
派
遣
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
今
後
、
検
討
し
た
い
。

う
問
を
政
町

　
　

問
質
般
一

災害対策

太陽光発電施設

「マイタイムライン」が必要では

　　　　　　　一人一人作成することが重要

相談や手続きが増えるのでは

　　　　　　　　　　要綱に基づき指導する

給食には鳩山産米を使用か

　　　　　学校給食はすべて町内産米を使用

一人ひとりを把握できないのか

　　　　レベル把握のため測定器を整備した

社
会
性
が
大
事

台
風
19
号
時
の
越
辺
川

今
川
橋
付
近

亀
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

和
式
ト
イ
レ

伐
採
工
事
が
終
わ
っ
た
石
坂
地
内

の
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
場
所
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